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内容の要旨および審査の結果の要旨
肝内結石症の際にみられる肝内胆管枝障害の病態を解明することを目的として、雑種成犬を用いて部分
肝に胆汁欝滞兼胆道感染を負荷し、形態学的な面より検討した。モデル犬作製方法としては、肝左葉２区
域をドレナージする胆管内にチューブを挿入し、このチューブよりncoliを107個、Ｂ・fragilisを107個
同時に注入した後、チューブを完全閉塞させたものを感染群とし、菌を注入しないものを非感染群とした。
モデル犬作製後２週間目、１カ月目、３カ月目の各時期に屠殺し、肝臓を摘出し病理組織学的検索に供し
た。その結果、以下の成績を得た。大型胆管領域のグリソン鞘内の変化では、感染群は胆管の拡張ととも
に胆管壁の線維性肥厚、胆管上皮の乳頭状変化、導管様構造物および小葉構造物出現の程度が経日的に増
強し、さらに、胆管上皮および壁内構造物の細胞質内には経日的に中性および酸性ムチンの含量が増加し
た。また、門脈周囲にも炎症の波及による線維性結合職の増生が経曰的に認められた。一方、非感染群で
は胆管の拡張はあるものの、胆管壁の線維性肥厚、胆管上皮の増殖性変化の所見および胆管上皮の細胞質
内の粘液含量の増加はほとんど認められず、門脈周囲にも線維性結合識の増生はほとんど認められなかっ
た。隔壁性胆管領域のグリソン鞘内の変化では、感染群は胆管壁周囲を輪状に取り巻く線維の増生を経日
的に認め、非感染群に比べ１カ月目では５％の危険率で、３カ月目では１％の危険率で有意に高度となっ
た。また、門脈内腔は３カ月目において感染群は非感染群に比べ有意（P＜0.01）に狭小化した。小葉間
胆管領域のグリソン鞘内での変化においても同様に、感染群は胆管周囲を輪状に取り巻く線維の増生を経
曰的に認め、２週間目以降非感染群に比べ有意（P＜0.01）に高度となった。また、門脈内腔は３カ月目
において感染群は非感染群に比べ有意（P＜0.01）に狭小化した。肝実質の変化では両群とも経日的に肝
萎縮が進行したが、２週間目以降感染群は非感染群に比べ有意（P＜0.01）に肝萎縮が認められた。
以上の成績より、ヒト肝内結石症に高頻度にみられる増殖性胆管炎の所見は胆汁欝滞と胆道感染により
引き起こされることが示唆された。また、胆汁欝滞に胆道感染を加えることにより、門脈血流量の低下が
より高度となり肝実質の萎縮が著明になるものと推察された。
以上本論文は、肝内結石症の病態の一部を解明する価値ある労作と認められた。
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